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令和６年度武蔵野市教育委員会の基本方針  

 

武蔵野市教育委員会は、教育目標を達成するために、以下の基本方針

及び指導や事業の重点に基づき、学校教育と社会教育の連携を図り、地

域の特性を生かした教育を推進するとともに、総合的に教育施策の充実

を図ります。   

なお、事業の実施にあたっては、子どもの最善の利益を第一に考え適

切に対応します。  

 

【基本方針１】  個性の伸長と市民性を高める教育の推進   

一人一人の子どもが、自分のよさや可能性を認識できるよう、日常的

に肯定的な言葉かけを行ったり、力を発揮できる場を設定したりするな

ど、すべての学校職員が個性の伸長を意識して子どもたちと接します。

そして、子どもたちが自らの力の向上に向けて努力し、力を最大限に発

揮できるように、自信や意欲を高める教育を推進します。  

 また、自分と同じように他者を大切にするよう人権教育を充実させる

とともに、他者と協働してよりよい生活や社会を築いていくために必要

な市民性の育成に努めます。       

   

○人権教育や多様性を生かす教育の推進  

多 様 な 背 景 を も つ 子 ど も た ち が 共 に 学 ぶ 学 校 に お い て 、 互 い に 違 い を

認 め 尊 重 し 合 い 、 自 他 を 敬 愛 す る 態 度 の 育 成 を 図 り 、 あ ら ゆ る 偏 見 や 差

別 を な く す よ う 、 全 教 育 活 動 を 通 じ て 人 権 教 育 を 推 進 し ま す 。 特 に 、 子

ど も の 権 利 条 約 の 理 念 や 子 ど も の 権 利 条 例 に 示 さ れ た 「 子 ど も に と っ て

大 切 な 子 ど も の 権 利 」 等 に つ い て 、 子 ど も 自 身 が 学 ぶ 機 会 を つ く り 理 解

を促すとともに、子どもの意見表明や子どもの参加の実現に努めます。  

ま た 、 子 ど も が 自 分 ら し く 安 心 し て い ら れ る 場 所 と し て の 学 校 づ く り

や 学 級 づ く り を 前 提 と し た う え で 、 多 様 性 を 生 か す 教 育 を 推 進 す る た め

に 、 各 教 科 等 や 学 級 活 動 、 児 童 会 ・ 生 徒 会 活 動 に お い て 子 ど も た ち の 様

々 な 意 見 を 基 に 、 対 話 を 通 じ た 相 互 の 合 意 形 成 を 目 指 す 取 組 を 進 め ま す 。  

さらに、 「特別 の 教科  道徳」 を要と した道徳 教育の 充 実を図り ます。

子 ど も た ち 一 人 一 人 が 自 信 を も ち 、 自 分 自 身 を 肯 定 的 に 受 け 止 め ら れ る

こ と と 併 せ て 、 い の ち を 大 切 に す る 心 や 思 い や り の 心 等 の 豊 か な 人 間 性

の育成を目指します。  

こ れ ら の 取 組 を は じ め と し た 学 校 の 教 育 活 動 全 体 で 、 子 ど も の 自 己 肯

定感や自尊感情を育くみます。  
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○いじめ防止の推進  

「 武 蔵 野 市 子 ど も の 権 利 条 例 」 「 武 蔵 野 市 い じ め 防 止 基 本 方 針 」 等 を

踏 ま え て 、 家 庭 、 地 域 、 関 係 機 関 と の 行 動 連 携 を 図 り な が ら 、 各 学 校 の

い じ め 対 策 委 員 会 を 中 心 に 組 織 的 に 、 い じ め の 未 然 防 止 、 早 期 発 見 及 び

迅 速 で 確 実 な 対 応 を 行 い ま す 。 特 に 、 定 期 的 な ア ン ケ ー ト 調 査 や ス ク ー

ル カ ウ ン セ ラ ー 等 に よ る 面 談 を 実 施 す る な ど し て 子 ど も た ち の 様 子 の 把

握 に 努 め ま す 。 ま た 、 「 Ｓ Ｏ Ｓ の 出 し 方 に 関 す る 教 育 」 の 実 施 等 、 身 近

な 人 に 助 け を 求 め る こ と の 大 切 さ の 指 導 及 び 、 校 内 の 指 導 体 制 や 教 育 相

談体制の充実を図ります。  

        

○武蔵野市民科の実施     

子 ど も 自 身 の 人 生 や 社 会 を 豊 か に す る た め に 必 要 な 「 自 立 」 「 協 働 」

「 社 会 参 画 」 に 関 す る 資 質 ・ 能 力 を 育 む 「 武 蔵 野 市 民 科 」 の 学 習 を 推 進

し ま す 。 各 学 校 で は 、 自 校 の 特 色 を 生 か し た 探 究 的 な 武 蔵 野 市 民 科 カ リ

キ ュ ラ ム を 教 科 等 横 断 的 に 計 画 ・ 実 施 し 、 取 組 を 積 極 的 に 発 信 し ま す 。

研 究 開 発 校 に て 開 発 し た 探 究 的 な 学 習 過 程 の 工 夫 を 各 校 と 共 有 す る と と

も に 、 武 蔵 野 市 民 科 カ リ キ ュ ラ ム 推 進 委 員 会 に て 、 小 ・ 中 学 校 の 連 携 に

ついて検討します。  

 

○長期宿泊体験活動の効果的な実施  

長 期 宿 泊 体 験 活 動 （ セ カ ン ド ス ク ー ル ・ プ レ セ カ ン ド ス ク ー ル ） は 、

子 ど も た ち の 豊 か な 情 操 や 感 性 を 育 む と と も に 、 主 体 的 に 問 題 を 解 決 す

る 意 欲 や 態 度 を 培 う た め に 実 施 し て い る 本 市 の 特 色 あ る 教 育 活 動 で あ り 、

さらなる充実を図ります。  

 特 に 、 長 期 宿 泊 体 験 活 動 検 討 委 員 会 で 整 理 し た 資 質 ・ 能 力 の 育 成 を 目

指 し 、 発 達 段 階 に 応 じ た 活 動 内 容 を 各 校 工 夫 し 、 系 統 性 あ る 活 動 を 実 施

し ま す 。 ま た 、 長 期 宿 泊 体 験 活 動 検 証 委 員 会 を 発 足 し 、 セ カ ン ド ス ク ー

ル 等 の 体 験 に よ っ て 、 ど の よ う な 資 質 ・ 能 力 が 育 ま れ て い る の か の 効 果

検証を行うと共に、持続可能な事業の在り方について検討を行います。  

 

【基本方針２】  あらゆる学びの基盤となる資質・能力の育成   

 学習指導要領の趣旨を踏まえ、各学校においては、「主体的・対話的

で深い学び」の実現に向けた授業改善に取り組み、創意工夫を生かした

特色ある教育活動を展開する中で、知識及び技能の確実な習得、思考力、

判断力、表現力等の育成、学びに向かう力や人間性等の涵養を図ります。  

 また、すべての学びの基盤となる言語能力や情報活用能力、問題発見
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・解決能力等の資質・能力を育むよう、理数教育をはじめとして各教科

等の学習を確実に進めるとともに、教科等横断的な視点から教育課程を

編成・実施・評価・改善するカリキュラム・マネジメントに各学校が主

体的に取り組み、教育の質的向上を図るよう支援します。  

   

○言語活動の充実  

す べ て の 学 び の 基 盤 と な る 言 語 の 重 要 性 を 踏 ま え 、 国 語 科 を は じ め と

し て 教 育 活 動 全 体 に 、 記 録 や 要 約 、 発 表 や 討 論 な ど の 活 動 を 計 画 的 に 位

置 付 け 、 「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び 」 に 結 び 付 く 言 語 活 動 を 推 進 し ま

す 。 そ の た め に 、 教 育 課 題 研 究 開 発 校 の 研 究 成 果 を 各 校 で 生 か し て い く

と と も に 、 各 教 科 等 に お い て 、 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 及 び 技 能 の 確 か な

習 得 を 図 り ま す 。 ま た 、 探 究 的 な 活 動 や 協 働 的 な 活 動 を 位 置 付 け た 学 習

を 充 実 さ せ 、 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 や 問 題 解 決 能 力 等 の 育 成 に 努 め ま

す 。 子 ど も た ち 一 人 一 人 に つ い て の 理 解 を 深 め 、 取 組 状 況 等 を 認 め 励 ま

す こ と に よ り 、 学 習 意 欲 を 向 上 さ せ 、 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 を 育

みます。  

 加 え て 、 校 内 の 言 語 環 境 の 整 備 に 努 め 、 子 ど も た ち の 表 現 力 を 高 め る

活動を奨励し、豊かな言語感覚の育成を図ります。    

     

○英語教育の充実  

 言 語 の 働 き や 文 化 の 理 解 、 英 語 を 使 っ て 自 分 の 思 い や 考 え を 伝 え る 力 、

自 信 を も っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 ろ う と す る 態 度 等 を 育 成 す る た め 、

研 修 の 充 実 を 進 め 、 Ａ Ｌ Ｔ （ 外 国 語 指 導 助 手 ） と 学 級 担 任 （ ま た は 教 科

担 任 ） に よ る テ ィ ー ム ・ テ ィ ー チ ン グ の あ り 方 や 地 域 の 方 と 連 携 し た 授

業 展 開 を 工 夫 す る な ど 、 授 業 改 善 を 進 め ま す 。 ま た 、 中 学 校 の 英 語 科 と

のスムーズな接続を図り、英語力のさらなる向上を目指します。  

 

○学校図書館を有効活用した教育の推進  

子 ど も た ち の 知 的 好 奇 心 や 思 考 力 、 表 現 力 を 高 め 、 感 性 ・ 情 緒 を 豊 か

な も の に す る た め 、 学 校 図 書 館 長 （ 校 長 ） を 中 心 に 子 ど も た ち が 読 書 に

親 し む 機 会 を 広 げ て 読 書 の 楽 し さ や 喜 び を 味 わ っ た り 、 進 ん で 調 べ 学 習

を し た り す る な ど 、 学 校 図 書 館 の 読 書 セ ン タ ー 、 学 習 セ ン タ ー 、 情 報 セ

ン タ ー と し て の 機 能 を 計 画 的 に 強 化 し ま す 。 配 置 時 間 を 拡 充 し た 学 校 司

書 に つ い て 、 そ の 効 果 を よ り 確 実 な も の に す る た め に 、 学 校 図 書 館 開 放

の 実 施 や 図 書 館 に よ る 支 援 を 進 め 、 読 書 活 動 の 推 進 に 関 す る 教 員 と の 打

ち 合 わ せ な ど を 充 実 さ せ ま す 。 新 聞 の 配 備 や 様 々 な 種 類 の 図 書 に 触 れ ら
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れ る よ う 新 書 の 導 入 や 蔵 書 割 合 の 見 直 し 、 授 業 に お け る 学 校 図 書 館 の 活

用を推進します。  

ま た 、 朝 読 書 や 読 書 週 間 な ど 各 学 校 の 創 意 工 夫 を 奨 励 し た り 、 読 書 の

動 機 付 け 指 導 な ど の 取 組 を 推 進 し た り し て 、 読 書 習 慣 の 確 立 や 読 書 環 境

の 整 備 に 努 め ま す 。 併 せ て 、 市 立 図 書 館 と 学 校 の 連 携 強 化 に 一 層 努 め ま

す。  

 

○ＩＣＴを適切かつ効果的に活用した授業の実施・促進  

「 武 蔵 野 市 学 習 者 用 コ ン ピ ュ ー タ 活 用 指 針 」 に 基 づ き 、 各 校 で 子 ど も

た ち が Ｉ Ｃ Ｔ を 授 業 で 活 用 し 、 他 者 と 協 働 し て 自 己 の 考 え を 発 信 し た り 、

深 め た り す る よ う な 学 習 活 動 を 充 実 さ せ ま す 。 ま た 、 引 き 続 き 、 Ｉ Ｃ Ｔ

サ ポ ー タ ー に よ る 授 業 支 援 を 進 め る と と も に 、 学 習 者 用 コ ン ピ ュ ー タ 通

信等により、取組の様子等を発信していきます。  

 

○デジタル・シティズンシップ教育の推進  

「 Ｉ Ｃ Ｔ を 使 う こ と が 当 た り 前 の 社 会 に 求 め ら れ る 『 態 度 や ス キ ル 』

を 身 に 付 け る 」 こ と を 「 デ ジ タ ル ・ シ テ ィ ズ ン シ ッ プ 教 育 」 と 定 め 、 子

ど も た ち が 自 律 的 ・ 創 造 的 に 学 習 者 用 コ ン ピ ュ ー タ を 利 活 用 で き る よ う 、

子 ど も た ち の 実 態 に 応 じ 、 意 図 的 ・ 計 画 的 な 活 用 を 推 進 し ま す 。 活 用 に

あ た っ て は 、 人 権 教 育 ・ 情 報 モ ラ ル 教 育 の 視 点 を も ち 、 学 校 内 外 で 適 切

に 活 用 す る こ と を 促 す た め に 、 各 教 科 等 の 中 で 着 実 に 指 導 す る こ と や 、

家 庭 で の 活 用 に 関 す る 約 束 づ く り や 振 り 返 り に 関 す る 啓 発 資 料 の 提 供 を

行 う と 共 に 、 学 校 公 開 の 機 会 な ど を 通 じ て 家 庭 や 地 域 と 連 携 を 図 る 理 解

・啓発を行います。  

 

○論理的思考・プログラミング的思考の育成  

観 察 ・ 実 験 な ど 理 科 の 授 業 の 充 実 を 図 り 、 子 ど も た ち の 理 科 的 な 見 方

・ 考 え 方 を 育 て ま す 。 ま た 、 子 ど も た ち の 実 態 に 応 じ た 効 果 的 な 習 熟 度

別 指 導 を 実 施 し 、 子 ど も た ち 一 人 一 人 の 数 学 的 な 見 方 ・ 考 え 方 の 育 成 を

図 り ま す 。 さ ら に 、 生 涯 学 習 事 業 と の 連 携 を 図 り 、 理 科 や 算 数 ・ 数 学 な

ど科学に対する興味・関心を高め る活動を推進します。  

 ま た 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 的 思 考 を 育 む た め 、 各 小 学 校 が 、 計 画 的 か つ 効

果的な学習活動を行います。  
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【基本方針３】  一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援の充実  

 インクルーシブ教育システム 1  の理念を踏まえて、一人一人の教育的

ニーズに応じた特別な指導を行う連続性のある多様な学びの場を用意し

ます。併せて、交流及び共同学習を推進します。また、教育機会確保法

を踏まえて、安心して通うことができる学校づくりを進めるとともに、

多様な学びの場での活動の充実を図ります。子ども自身や保護者の状態

に対応した切れ目のない相談支援体制の充実を図ります。  

 

○特別支援教育の充実  

 子 ど も た ち 一 人 一 人 の 教 育 的 ニ ー ズ を 把 握 し 、 適 切 な 指 導 と 必 要 な 支

援 、 合 理 的 配 慮 を 行 う た め 、 そ れ ら の 支 援 提 供 体 制 に つ い て 整 備 を 進 め

ま す 。 医 療 的 ケ ア が 必 要 な 子 ど も た ち に 対 応 す る た め 、 関 係 機 関 と の 連

携 に よ り 支 援 体 制 を 整 備 し ま す 。 ま た 、 就 学 相 談 や 就 学 支 援 シ ー ト な ど

に よ り 、 幼 稚 園 ・ 保 育 園 ・ 小 学 校 ・ 中 学 校 の 連 携 を 推 進 し ま す 。 特 別 支

援 教 育 の 推 進 体 制 の 充 実 を 図 る た め 、 特 別 支 援 教 育 推 進 委 員 会 を 開 催 し 、

必要な調査研究や協議を行います。  

 

○連続性のある多様な学びの場における特別支援教育の推進  

 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム の 理 念 に 基 づ き 、 連 続 性 の あ る 多 様 な 学

び の 場 を 用 意 し 、 個 々 の 教 育 的 ニ ー ズ に 応 じ た 自 立 活 動 の 内 容 を 踏 ま え

た 特 別 な 指 導 を 行 い ま す 。 併 せ て 、 特 別 支 援 学 級 と 通 常 の 学 級 と の 交 流

及 び 共 同 学 習 に つ い て は 、 活 動 内 容 の 周 知 や 学 級 設 置 校 間 の 情 報 共 有 に

よ り 、 理 解 の 促 進 と 活 動 の 拡 充 を 図 り ま す 。 さ ら に 、 ホ ー ム ペ ー ジ な ど

で 特 別 支 援 教 育 や 就 学 相 談 に 関 す る 情 報 発 信 を 充 実 す る こ と に よ り 、 子

どもたち、保護者、教職員、地域住民の理解促進を図ります。  

 特 別 支 援 学 級 に つ い て は 、 都 立 特 別 支 援 学 校 や 関 係 機 関 と の 連 携 や Ｉ

Ｃ Ｔ 機 器 の 活 用 な ど に よ り 、 指 導 支 援 体 制 づ く り を 進 め ま す 。 ま た 、 令

和 ７ 年 に 予 定 し て い る 第 五 中 学 校 の 知 的 特 別 支 援 学 級 の 設 置 に 向 け 、 必

要な協議や準備を進めます。  

                                                      

1  インクルーシブ教育システム  

障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約 の 第 2 4条 に 書 か れ て い る 理 念 で 、 障 害 の あ る 者 と

障 害 の な い 者 が 共 に 学 ぶ 仕 組 み で あ り 、 障 害 の あ る 者 が 教 育 制 度 一 般 か ら 排 除

さ れ な い こ と 、 自 己 の 生 活 す る 地 域 に お い て 初 等 中 等 教 育 の 機 会 が 与 え ら れ る

こ と 、 個 人 に 必 要 な 「 合 理 的 配 慮 」 が 提 供 さ れ る こ と 等 が 必 要 と さ れ て い る 。

イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム に お い て は 、 同 じ 場 で 共 に 学 ぶ こ と を 追 求 す る と

と も に 、 個 別 の 教 育 的 ニ ー ズ に 応 え る 指 導 を 提 供 で き る 、 多 様 で 柔 軟 な 仕 組 み

を 整 備 す る こ と が 重 要 で あ る と さ れ て い る 。  
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市 立 全 小 中 学 校 に 設 置 し た 特 別 支 援 教 室 に お い て は 、 拠 点 校 と 子 ど も

た ち の 在 籍 校 が 連 携 し て 、 対 象 と な る 子 ど も た ち の 状 態 に 応 じ た 指 導 を

行います。  

 

○不登校の子どもたちへの支援の充実  

 全 中 学 校 区 に 配 置 し て い る ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 活 動 の 充 実

や 、 家 庭 と 子 ど も の 支 援 員 の 配 置 拡 充 な ど に よ り 、 不 登 校 の 子 ど も た ち

へ の 各 校 の 校 内 支 援 体 制 を 強 化 し ま す 。 ま た 、 不 登 校 の 子 ど も た ち の 教

育 的 ニ ー ズ に 柔 軟 に 対 応 す る た め 、 チ ャ レ ン ジ ル ー ム と む さ し の ク レ ス

コ ー レ の 相 談 機 能 の 拡 充 や 支 援 に つ な が っ て い な い 子 ど も た ち へ の ア ウ

トリーチ活動、ＩＣＴを活用した新たな学びの場について検討します。  

学 校 と フ リ ー ス ク ー ル と の 連 携 を 進 め る と と も に 、 教 職 員 や 保 護 者 の

不登校に関する理解を促進します。  

 

○切れ目のない相談支援体制づくり  

発 達 、 い じ め 、 虐 待 な ど 、 子 ど も や 家 庭 に 関 す る 多 様 な 課 題 に 対 応 す

る た め 、 学 校 、 市 派 遣 相 談 員 、 都 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 ス ク ー ル ソ ー

シ ャ ル ワ ー カ ー 、 関 係 機 関 が 連 携 し て 、 組 織 的 な 教 育 相 談 体 制 の 充 実 を

図ります。  

 ま た 、 学 校 、 帰 国 ・ 外 国 人 教 育 相 談 室 、 関 係 支 援 機 関 が 連 携 し 、 日 本

語を母語としない子どもたちと保護者への相談支援を進めます。  

 

【基本方針４】  健康で安全な生活の実現を目指した取組の推進   

 子どもたちが、生涯を通じて健康で安全な生活を送ることができるよ

う、基本的な生活習慣を確実に身に付けさせるとともに、自らの生活や

身近な環境を振り返り、感染症を含めた健康や安全に関する課題を発見

し、進んで解決しようとする力や態度を育成するよう、指導の充実を図

ります。また、安全を確保するための体制や環境の整備に努めます。  

 

○様々な感染症への対応  

 子 ど も た ち の 教 育 を 受 け る 権 利 を 保 障 す る た め 、 学 校 に お け る 様 々 な

感 染 症 の 感 染 リ ス ク を 可 能 な 限 り 低 減 し な が ら 、 学 校 運 営 を 行 い ま す 。

各 校 に お い て は 、 最 新 の 感 染 状 況 に 基 づ き 子 ど も た ち の 健 康 把 握 や 手 洗

いの徹底、教室内の換気などの感染症対策を進めます。  
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○安全教育・安全管理の充実    

 子 ど も た ち 自 身 が 、 危 険 を 予 測 し 回 避 す る 能 力 や 他 者 を 守 る 能 力 な ど

を 身 に 付 け る た め に 、 防 犯 教 育 （ セ ー フ テ イ 教 室 等 ） 、 交 通 安 全 教 育

（ 交 通 安 全 教 室 等 ） 、 防 災 教 育 （ 地 域 と 連 携 し た 防 災 訓 練 等 ） の 充 実 を

図 り ま す 。 ま た 、 校 務 支 援 シ ス テ ム 「 校 支 援 」 の 「 保 護 者 連 絡 帳 機 能 」

を 活 用 し 、 緊 急 時 の 連 絡 体 制 を 強 化 し ま す 。 さ ら に 、 防 犯 カ メ ラ 等 に よ

り 通 学 路 の 安 全 性 の 向 上 を 図 る と と も に 、 保 護 者 ・ 地 域 ・ 関 係 機 関 と 連

携し、地域ぐるみで子どもたちの安全を守る体制の充実を図ります。  

 

○体力向上・健康づくりの取組の充実  

子 ど も た ち が 心 身 と も に 健 康 で 、 明 る く 活 力 あ る 生 活 を 送 る た め に 、

体 力 向 上 や 家 庭 と 連 携 ・ 協 力 し た 生 活 習 慣 の 向 上 な ど の 健 康 づ く り の 取

組 を 充 実 さ せ ま す 。 運 動 能 力 の 向 上 を 図 る た め 、 東 京 都 児 童 ・ 生 徒 体 力

・ 運 動 能 力 、 生 活 ・ 運 動 習 慣 等 調 査 の 結 果 な ど を 活 用 し 、 子 ど も た ち の

運 動 意 欲 を 高 め る 体 育 の 授 業 改 善 を 推 進 し ま す 。 さ ら に 、 外 遊 び や 各 学

校 の 特 色 を 生 か し た 取 組 な ど を 奨 励 し 、 日 常 的 な 運 動 習 慣 の 形 成 に 努 め

ま す 。 加 え て 、 様 々 な 大 会 へ の 参 加 を 促 し 、 運 動 意 欲 の 向 上 を 図 り ま す 。  

 

○食育の推進   

子 ど も た ち が 、 食 に つ い て 正 し い 理 解 を 深 め 、 望 ま し い 食 習 慣 を 身 に

付 け る こ と に よ り 、 生 涯 を 通 じ て 健 康 な 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 食

育 を 推 進 し ま す 。 ま た 、 （ 一 財 ） 武 蔵 野 市 給 食 ・ 食 育 振 興 財 団 と 連 携 し 、

地 域 人 材 の 協 力 も 得 な が ら 、 学 校 給 食 を 通 じ た 食 育 を 充 実 さ せ ま す 。 学

校 給 食 桜 堤 調 理 場 に お い て は 、 地 域 食 育 ス テ ー シ ョ ン を 活 用 し 、 給 食 試

食 や 調 理 体 験 な ど 食 育 の 取 組 を 進 め ま す 。 学 校 給 食 費 の 無 償 化 に つ い て

は 、 国 や 東 京 都 の 動 向 を 注 視 す る と と も に 、 そ の 効 果 や 市 独 自 で 行 う こ

との必要性など様々な観点から検討 を進めます。  

 

【基本方針５】  学校経営の改善・充実  

 学 校 に お け る 働 き 方 改 革 を 推 進 す る と と も に 、 学 習 指 導 要 領 が 示 す

「社会に開かれた教育課程」の実現に向け、学校経営計画に基づく教職

員の協働体制を確立します。子どもたちの姿や地域の現状等を一層踏ま

えた教育課程づくりを進めることにより、保護者・市民から信頼される

質の高い教育を推進するよう支援します。また、学校が教育情報を家庭

や地域に積極的に発信し、双方向の意見交流を深めるなど、学校・家庭

・地域が各々主体性を発揮し、連携 ･協働するための仕組みづくりに取り
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組みます。  

 

○主体的・対話的で深い学びを実現するための授業力の向上  

「主体的 ･対 話的で 深い学び 」の実 現 や指導と 評価の 一 体化を目 指し、

校 内 研 究や 互 い に 授 業 を 見合 う 機 会 の 設 定 など 学 校 に お け る ＯＪ Ｔ 2を 積

極的に推進します。  

特 に 、 学 び に 向 か う 力 の 涵 養 を 目 指 し 、 各 校 の 特 色 あ る 教 育 活 動 や 校

内 研 究 の 成 果 を 基 に 作 成 し た 「 授 業 改 善 推 進 プ ラ ン 」 を 推 進 し 、 「 全 国

学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 質 問 紙 調 査 ） 」 の 結 果 や 学 校 評 価 等 の 機 会 に 取 組

を振り返り、改善を図っていきます。  

ま た 、 若 手 教 員 や 臨 時 的 任 用 教 員 の 実 践 的 指 導 力 の 向 上 を 図 る た め 、

教 育 ア ド バ イ ザ ー 等 に よ る 支 援 を 一 層 充 実 し ま す 。 さ ら に 、 都 や 市 主 催

の 研 修 や 武 蔵 野 市 立 小 中 学 校 教 育 研 究 会 の 研 究 の 他 に 、 教 員 が 専 門 性 を

深 め る た め 、 東 京 都 教 育 委 員 会 認 定 団 体 や 民 間 研 究 団 体 の 研 修 会 へ 参 加

するための費用を補助し、主体的な研鑽を推奨します。  

引 き 続 き 、 教 育 推 進 室 に よ る 教 育 情 報 の 分 析 ・ 提 供 の 充 実 に 努 め 、 学

校 運 営 の 担 い 手 で あ る 教 員 の 指 導 力 や 新 た な 課 題 へ の 対 応 力 の 向 上 を 図

ります。  

 

○学校・家庭・地域が連携・協働するための取組の推進  

 学 校 の 教 育 目 標 を 地 域 ・ 家 庭 と 共 有 し 、 「 社 会 に 開 か れ た 教 育 課 程 」

を 実 現 す る た め 、 「 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 協 働 体 制 検 討 委 員 会 」 の 報 告 書

に 基 づ い た モ デ ル 校 （ ２ 校 ） を 中 心 に 、 学 校 運 営 協 議 会 機 能 を 加 え 、 地

域 学 校 協 働 本 部 の 機 能 を 強 化 し た 開 か れ た 学 校 づ く り 協 議 会 の 運 営 や 地

域 学 校 協 働 活 動 の 促 進 を 図 り ま す 。 ま た 、 令 和 ７ 年 度 か ら の 全 校 実 施 に

向 け 、 モ デ ル 校 の 成 果 と 課 題 の 検 証 や ガ イ ド ラ イ ン の 見 直 し 、 広 報 や 啓

発活動を行うとともに、各校の協議会を充実させます。  

 

○学校における働き方改革の推進   

 教 員 の 働 き 方 改 革 は 、 教 員 が 心 身 と も に 生 き 生 き と 健 康 に 子 ど も た ち

に 向 き 合 う 環 境 を 整 え る 、 子 ど も た ち の 教 育 環 境 改 善 の た め の 取 組 で あ

る こ と を 念 頭 に 、 改 定 し た 「 武 蔵 野 市 立 学 校 に お け る 働 き 方 改 革 推 進 実

                                                      

2  ＯＪＴ  

on the job training の 略 。 日 常的な職 務を通して、必要 な 知識や技能、意

欲、態度な ど を 意 識 的 、 計 画 的、継続的 に高めていく取組。 学校内における

人材育成の 取 組 で 、 校 長 ・ 副 校長や先輩 教員からの指導など を指す。  
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施計画～ 先生い き いきプロ ジェク ト 2.0～」に 基づき 、 出退勤シ ステム に

よ る 働 き 方 の 見 直 し に 向 け た 教 員 の 意 識 改 革 を 進 め ま す 。 定 時 退 勤 日 や

長 期 休 業 中 の 学 校 閉 庁 日 の 実 施 と 併 せ て 武 蔵 野 学 校 情 報 シ ス テ ム （ Ｍ Ｓ

ＩＳ（エ ムシス )） や、クラ ウドサー ビスの活 用をはじ めＩＣＴ を活用し

た校務の軽減について引き続き取り組みます。  

ま た 、 授 業 や 生 活 指 導 の 質 の 向 上 を 図 る た め に 、 計 画 的 な 拡 充 が 完 了

し た 市 講 師 の 配 置 に よ る 教 員 の 業 務 量 の 軽 減 や 、 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ

ー カ ー 等 に よ る 相 談 体 制 の 充 実 や 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー に よ る 地 域 人 材

の紹介・調整機能の拡充等に努めます。  

 さ ら に 、 大 会 等 へ の 引 率 も 可 能 な 部 活 動 指 導 員 を 拡 充 す る と と も に 、

部 活 動 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 配 置 し 、 持 続 可 能 な 部 活 動 の あ り 方 を 検 討 し

ます。  

 

【基本方針６】  学校施設の確実な整備  

 子どもたちが安全で不安のない学校生活を過ごすことができるように、

学校施設の整備、充実に努めます。  

 

○児童増・災害・老朽化に対応した学校施設の整備  

武蔵野市学校施設整備基本計画に基づき、改築事業を進めます。  

第 五 中 学 校 に つ い て は 、 新 校 舎 及 び 新 体 育 館 の 改 築 工 事 を 令 和 ７ 年 １

月末に完了し、令和７年度１学期からの使用開始を目指します。  

第 一 中 学 校 に つ い て は 、 新 校 舎 及 び 新 体 育 館 の 改 築 工 事 を 令 和 ７ 年 10

月末に完了し、令和７年度３学期からの使用開始を目指します。  

第 五 小 学 校 及 び 井 之 頭 小 学 校 に つ い て は 、 令 和 ５ 年 度 に 行 っ た 基 本 設

計に基づき、実施設計を行います。  

上 記 以 降 に 改 築 を 予 定 し て い る 学 校 に つ い て は 、 そ れ ま で の 改 築 事 業

で得た知見や経験を踏まえ、全市的な視点から課題を検討します。  

ま た 、 改 築 す る ま で の 施 設 に つ い て も 、 自 然 災 害 リ ス ク 等 に 備 え て 計

画 的 な 予 防 保 全 を 継 続 す る と と も に 、 点 検 ・ 修 繕 を 着 実 に 行 う こ と に よ

り、良好な施設環境を確保します。  

さ ら に 、 児 童 ・ 生 徒 数 の 増 加 や 小 学 校 35人 学 級 の 導 入 等 に も 適 切 に 対

応します。  

 

【基本方針７】  生涯学習・スポーツ事業の充実  

年齢や障害の有無等にかかわらず市民一人ひとりが自主的に学び、学

んだことを他者に伝える、学びおくりあう機会を充実することにより、
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生涯学習を通したまちづくりを推進します。  

 また、国際大会等のレガシーを生かし、市民のスポーツ活動の推進や

多様な文化活動の振興に取り組みます。  

 

○学び始める機会の提供  

 高 齢 者 、 障 害 者 、 生 活 困 窮 者 、 外 国 人 と い っ た 人 々 は 学 ぶ に あ た り 配

慮 が 必 要 な 場 合 が あ る た め 、 「 ラ ー ニ ン グ ・ フ ォ ー ・ オ ー ル 」 （ 学 び を

全 て の 人 々 に ） を 掲 げ 、 共 生 社 会 の 実 現 を 念 頭 に 、 市 の 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 等

を活用し、積極的な情報提供を推進します。   

 第 二 期 生 涯 学 習 計 画 の 中 間 期 に あ た り 、 計 画 の 進 捗 を 測 る と と も に 、

多 様 な 市 民 ニ ー ズ を 考 慮 し 、 新 し い 時 代 の 事 業 テ ー マ を 取 り 扱 う た め 、

市民アンケート調査を実施します。  

 

○学びを広げ、他者とつながる活動の支援  

 武 蔵 野 地 域 五 大 学 と 連 携 し 、 大 学 生 と 一 緒 に 学 ぶ 市 寄 付 講 座 や 大 学 正

規 科 目 の ほ か 、 市 民 ニ ー ズ を 勘 案 し て 毎 年 、 内 容 を ア レ ン ジ す る 共 同 講

演会、共同教養講座、自由大学講座等を引き続き実施します。  

ま た 、 「 生 涯 学 習 事 業 費 補 助 金 」 及 び 「 子 ど も ・ 文 化 ・ ス ポ ー ツ 体 験

活 動 団 体 事 業 費 補 助 金 」 に つ い て 、 事 業 実 施 後 に 交 付 団 体 に よ る 報 告 会

を 継 続 し 、 団 体 相 互 が 情 報 交 換 を し て 協 力 ・ 連 携 で き る 場 を 提 供 し ま す 。  

 

○「学びをおくる」生涯学習社会の推進  

 将 来 の 地 域 の 担 い 手 を 育 成 す る た め 、 土 曜 学 校 等 の 青 少 年 向 け の 既 存

事 業 に お け る 受 講 生 等 に つ い て 、 学 び の 成 果 を 地 域 に 生 か せ る よ う な 仕

組 み を 検 討 し ま す 。 土 曜 学 校 の 「 サ イ エ ン ス ク ラ ブ 」 に つ い て は 、 参 加

し た 子 ど も た ち が 学 び の 成 果 を 「 む さ し の サ イ エ ン ス フ ェ ス タ 」 で 生 か

せ る よ う 、 理 科 の 研 究 ・ 実 験 等 を 楽 し み な が ら 体 験 で き る プ ロ グ ラ ム を

実施します。  

 また、個人の学びを他者へ伝える仕組み作りを検討します。  

 

○学びを支える生涯学習施設の整備  

 生 涯 学 習 の 推 進 拠 点 の 一 つ で あ る 市 民 会 館 の 機 能 の 維 持 と 長 寿 命 化 を

図 る た め 、 第 ２ 期 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 に 基 づ き 、 大 規 模 改 修 を 行 い

ます。令和６年度は、大規模改修工事に向けた実施設計を行います。  
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○市民の芸術・文化活動の支援  

 市 民 の 誰 も が 芸 術 文 化 を 享 受 し 、 人 間 性 豊 か な 市 民 文 化 が 創 造 ・ 発 展

す る よ う に 、 第 二 期 生 涯 学 習 計 画 や 武 蔵 野 市 文 化 振 興 基 本 方 針 に 基 づ き 、

武 蔵 野 市 民 芸 術 文 化 協 会 等 の 芸 術 文 化 団 体 の 活 動 支 援 を 通 し て 、 芸 術 表

現や鑑賞の機会の提供、創作活動の場の拡充に努めます。  

 ま た 、 （ 公 財 ） 武 蔵 野 文 化 生 涯 学 習 事 業 団 の 持 つ 資 源 を 有 機 的 に 結 び

付 け た 効 果 的 な 事 業 展 開 に よ る さ ら な る 文 化 の 発 展 を 図 る た め の 取 組 を

支援します。  

 

○誰もがスポーツを楽しめる機会の創出  

 障 害 の あ る 人 や 、 子 育 て 世 代 の 人 、 勤 労 世 代 の 人 で あ っ て も 、 誰 も が

生 涯 を 通 じ て ス ポ ー ツ を 楽 し む 機 会 の 充 実 と 、 一 人 ひ と り の 興 味 ・ 体 力

・ライフスタイル等に応じた多様な施策の展開を図ります。  

 市 民 や 、 学 校 教 育 と の 連 携 に よ り 、 子 ど も た ち に ス ポ ー ツ の 持 つ 魅 力

を 伝 え 、 ス ポ ー ツ を 通 じ た 体 力 ・ 運 動 能 力 の 向 上 と 、 障 害 者 や 障 害 者 ス

ポーツへの理解促進を目指します。  

 

○スポーツを支える担い手づくりと活動支援  

ス ポ ー ツ の 意 義 や 楽 し さ を 伝 え つ つ 、 ス ポ ー ツ を 通 じ た 人 間 的 成 長 や

人 格 ・ 人 権 ・ 多 様 性 に 配 慮 で き る 指 導 者 を 養 成 す る た め 、 武 蔵 野 市 ス ポ

ー ツ 協 会 や 武 蔵 野 市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会 等 と 連 携 し 、 講 習 会 や 学 び

の 場 を 提 供 し ま す 。 ま た 地 域 で の ス ポ ー ツ に 関 す る 指 導 や 大 会 運 営 な ど 、

様 々 な 活 動 の 場 へ の マ ッ チ ン グ を 行 い ス ポ ー ツ ボ ラ ン テ ィ ア と し て の 活

動の定着を図ります。  

地域と連携し、市立学校の部活動支援等を検討します。  

  

○スポ－ツに親しむ環境づくり  

市 立 体 育 施 設 の 整 備 ・ 改 善 を 進 め 、 利 用 者 の 利 便 性 向 上 と さ ら な る 利

用 促 進 、 有 効 活 用 を 図 る た め 、 総 合 体 育 館 の 大 規 模 改 修 工 事 に 向 け た 基

本 設 計 ・ 実 施 設 計 を 行 い ま す 。 ま た 、 市 営 プ ー ル に つ い て は 、 第 二 期 ス

ポ ー ツ 推 進 計 画 で 示 さ れ た 方 向 性 や 第 六 期 長 期 計 画 ・ 調 整 計 画 等 を 踏 ま

え、専門家による有識者 会議等を開催し、整備方針を決定します。  

さ ら に 、 旧 桜 堤 小 学 校 跡 地 は 、 隣 接 す る 市 立 学 校 の 改 築 等 整 備 状 況 を

勘案し、当面は近隣の小・中学校の校庭等として活用します。  
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○武蔵野市の特性を生かしたスポーツ文化の醸成  

 （公財）武蔵野文化生涯学習事業団の持つ資源を活用し、分野横断的な

スポーツの楽しみ方を創出します。  

 国 際 ス ポ ー ツ 大 会 の レ ガ シ ー を 生 か し 、 ス ポ ー ツ に 親 し む 機 運 の 醸 成

や 、 障 害 の 有 無 に か か わ ら ず 全 て の 市 民 が ス ポ ー ツ を 楽 し む こ と が で き

る 機 会 を 創 出 、 充 実 し ま す 。 ま た 、 ス ポ ー ツ が 、 健 康 づ く り は も と よ り 、

仲間づくりにつながるよう、継続のための取組を推進します。  

  

【基本方針８】  歴史文化の継承と創造  

市民が武蔵野の歴史や文化に触れ、理解を深めるため、武蔵野ふるさ

と歴史館等における企画展等に加え、小学生から社会人まで切れ 目ない

博学連携事業やボランティア育成講座等の様々な事業を行うことにより、

歴史文化の継承と創造を図ります。また、歴史公文書については、公文

書専門員の専門的知識を生かした選別、移管、保存に取り組み、展示等

を通して歴史公文書の利活用を行います。文化財については、市指定文

化財の指定などにより、保護・普及に努めます。  

 

○文化財の保護・普及  

先 人 た ち の 築 い て き た 歴 史 や 文 化 を 大 切 に し 、 地 域 の 自 然 と 歴 史 の 中

で 培 わ れ て き た 貴 重 な 文 化 遺 産 を 保 護 し 、 そ の 普 及 に 引 き 続 き 努 め ま す 。     

市 天 然 記 念 物 の 保 存 を 補 助 し 、 市 指 定 文 化 財 を 指 定 す る だ け で な く 、 企

画展やワークショップ等を通じて、その周知と利活用を図ります。  

ま た 、 悉 皆 調 査 に よ っ て 収 集 さ れ た 民 俗 資 料 の 調 査 ・ 研 究 ・ 価 値 づ け

を行います。  

 

○歴史公文書の保存と公開  

歴 史 公 文 書 は 、 過 去 を 未 来 へ と 繋 ぐ こ と が で き る 市 民 の 貴 重 な 財 産 で

あ り 、 そ の 選 別 ・ 収 集 ・ 保 存 に 留 ま ら ず 、 展 示 等 に よ っ て 利 活 用 を 図 り

ま す 。 中 島 飛 行 機 関 連 の 資 料 に つ い て は 引 き 続 き 展 示 を 行 い 、 収 蔵 資 料

管理システムを活用した利活用を図ります。  

ま た 、 武 蔵 野 市 百 年 史 編 さ ん に あ た り 収 集 し た 資 料 は 目 録 に 基 づ い て

選別・収納を行います。  

 

○武蔵野ふるさと歴史館の充実  

開 設 10周 年 に 伴 い 、 常 設 展 示 等 の リ ニ ュ ー ア ル を 行 い ま す 。 近 現 代 等

の 展 示 内 容 の 充 実 を 図 る と と も に 、 課 題 で あ っ た 展 示 替 え が 可 能 な 展 示
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設備への改修を行います。  

中 島 飛 行 機 関 連 事 業 と し て 、 米 国 国 立 公 文 書 館 で 収 集 し た 英 文 資 料 に

基 づ き 、 専 門 的 研 究 ・ 分 析 等 を 行 う と と も に 、 新 た な 資 料 の 収 集 に 努 め

ます。  

ま た 、 博 学 連 携 事 業 に つ い て は 、 市 内 小 中 学 校 に と ど ま ら ず 、 様 々 な

機 関 と の 連 携 を 図 っ て い き ま す 。 高 校 生 ボ ラ ン テ ィ ア 制 度 、 大 学 生 の た

め の 学 芸 員 実 習 、 大 学 院 生 等 の た め の フ ェ ロ ー シ ッ プ （ 特 別 研 修 員 ） 制

度 、 主 に 成 人 教 育 と な る 歴 史 館 大 学 等 に よ り 、 生 涯 を 通 じ て 歴 史 館 で 学

ぶ仕組み作りを継続します。  

事 業 内 容 の よ り 詳 細 な 情 報 発 信 、 周 知 、 拡 散 の た め 、 Ｓ Ｎ Ｓ の 活 用 を

さらに進めます。  

併 せ て 、 専 門 的 な 知 識 を 持 っ た ボ ラ ン テ ィ ア や 、 他 施 設 と の 連 携 を 図

ります。  

  

【基本方針９】  図書館の力を高め地域に活かす  

読書ならではの楽しさや喜びを提供し、武蔵野市民が知りたいこと・

考えたいこと・解決したいことを「知」の側面から支えていくために、

図書館の力を高め、市民と地域の生き生きとした活動に貢献します。  

 

○質の高いサービスを支える体制整備  

「 読 む 楽 し さ 」 「 知 る 楽 し み 」 の 動 機 づ け 、 デ ジ タ ル な 表 現 手 段 の 活

用 、 地 域 が 抱 え る 課 題 を 発 掘 し そ の 解 決 支 援 に 取 り 組 む な ど 、 従 来 の 図

書 館 業 務 の 枠 を 越 え た 新 た な 専 門 性 を 持 つ 職 員 を 武 蔵 野 市 立 図 書 館 人 材

育 成 計 画 に 基 づ き 育 成 す る 必 要 が あ り ま す 。 司 書 講 習 へ の 派 遣 に よ る 中

央 図 書 館 職 員 の 専 門 性 の 向 上 に 加 え 、 市 と 指 定 管 理 を 受 託 し て い る （ 公

財 ） 武 蔵 野 文 化 生 涯 学 習 事 業 団 と の 職 員 相 互 派 遣 に よ り 指 定 管 理 団 体 職

員 に も 図 書 館 行 政 経 験 の 蓄 積 を 進 め 、 分 館 を 含 め た 図 書 館 全 体 で そ の 相

乗 効 果 を 得 る こ と で 、 利 用 者 へ の 質 の 高 い 図 書 館 サ ー ビ ス 提 供 に つ な げ

て い き ま す 。 ま た 、 図 書 館 運 営 に は 市 の 直 接 的 な 関 与 と と も に 市 民 参 加

がより重要となることから、そのための推進を図ります。  

 

○地域の情報拠点としての情報の蓄積  

イ ン タ ー ネ ッ ト 時 代 も 変 わ ら な い 図 書 資 料 の 持 つ 価 値 を 市 民 に 提 供 す

るため、引き続き多様性や持続性を重視した資料収集を行います。  

地 域 の 情 報 拠 点 と し て 図 書 館 資 料 の 充 実 を 図 る た め 、 武 蔵 野 市 立 図 書

館 除 籍 基 準 及 び 除 籍 ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ き 計 画 的 な 除 籍 を 進 め な が ら 、
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３ 館 の 個 性 に 沿 っ た 資 料 収 集 の 強 化 を 図 る と と も に 、 来 館 困 難 者 へ の 図

書 館 サ ー ビ ス の 向 上 を 図 る た め 電 子 書 籍 サ ー ビ ス の 充 実 を 図 り 、 利 便 性

を 向 上 さ せ ま す 。 ま た 、 オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス な ど 、 利 用 者 の 多 様 な

学 び や 課 題 解 決 に 資 す る こ と が 期 待 で き る デ ジ タ ル 情 報 の 活 用 を 進 め ま

す。  

 

○図書館の活用と情報収集の支援   

Ａ Ｉ が 普 及 し 、 個 人 が 手 軽 に 活 用 で き る 状 況 と な っ た 現 在 で も 、 読 書

の 感 動 や 発 見 の 喜 び は 不 変 で あ る こ と か ら 、 利 用 者 の ニ ー ズ に 合 わ せ た

情報提供や事業を行います。  

生 涯 学 習 や 市 民 団 体 の 活 動 が 活 発 な 本 市 の 特 徴 を 活 か し 、 こ れ ら の 活

動 を 支 援 す る 様 々 な 情 報 提 供 に 取 り 組 み 、 市 民 の 学 び な お し や 市 民 活 動

の充実を支援します。  

 

○市民の学びと課題解決の支援   

知 る 楽 し み を よ り 多 く の 方 に 知 っ て い た だ け る よ う 、 体 験 型 事 業 の 実

施などレファレンスサービスの普及に努めます。  

ま た 、 図 書 館 が 有 す る 資 料 、 場 、 人 材 （ 図 書 館 員 ） を 活 用 し て 、 地 域

の 課 題 解 決 に 携 わ っ て い る 行 政 の 他 部 署 や 地 域 の 団 体 な ど と の 協 力 ・ 連

携を進め  、市民の課題解決を支援します。  

 

○子どもたちの読書活動の充実  

子 ど も た ち が 読 書 を 通 じ て 、 豊 か な 心 を 培 い 、 自 ら 学 ぶ 力 を 身 に 付 け

ることで、生きる力を育みます。  

乳 幼 児 期 に は 、 読 み 聞 か せ 等 に よ り 子 ど も と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が

深 め ら れ る 取 組 を 充 実 し ま す 。 そ の 後 も 、 読 書 を 通 じ て 好 み の 本 の 傾 向

が 現 れ 、 知 的 興 味 に 応 じ 一 層 幅 広 く 多 様 な 読 書 が で き る よ う に な っ て い

く 子 ど も た ち の 成 長 過 程 に 合 わ せ て 、 手 に 取 っ て 読 み た く な る よ う な 蔵

書 の 充 実 や Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た 情 報 活 用 能 力 の 育 成 、 居 場 所 づ く り に 取 り

組 む と と も に 、 子 ど も た ち の 読 書 活 動 の 推 進 な ど に 資 す る よ う 、 学 校 図

書館システム検討を含めた学校図書館支援を行います  。  


